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	１　心肺蘇生法（主に小児、乳児、新生児を対象）を、救急車が現場到着するのに要する時間程度できる。
２　自動体外式除細動器（AED）について理解し、正しく使用できる。
３　異物除去法及び大出血時の止血法を理解できる。
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